
バック・トゥ・ザ・フューチャー 

上映時間 116 分 

 

『バック・トゥ・ザ・フューチャー』（Back to the Future）は、1985 年のアメリカ映画。SF 映画。略して『BTTF』

『BTF』とも呼ばれる。『バック・トゥ・ザ・フューチャーシリーズ』の 1 作目。公開当時全米で『フューチャ

ー現象』と呼ばれるブームが生まれるほど大ヒットした。同年のアカデミー賞では音響効果賞を受賞。続編に『バ

ック・トゥ・ザ・フューチャー PART2』（1989 年）、『バック・トゥ・ザ・フューチャー PART3』（1990 年）

がある。 

あらすじ 

1985 年のカリフォルニア州ヒルバレー（架空の都市）に住む、彼女を愛し、ロックとペプシコーラとスケボー

が大好きで、トヨタ・ハイラックスに憧れる高校生マーティ・マクフライは、冴えない家庭の事情や中々上手く

行かないバンドマンへの夢に押し潰されそうになりながらも、それなりに前向きにごく普通の人生を過ごしてい

た。 

 

ある日、科学者であり歳の離れた親友でもあるエメット・ブラウン博士（通称ドク）から、長年の宿願だったタ

イムマシンがついに完成した事を聞かされ、成り行きで実験の手伝いをする事になる。深夜のショッピングモー

ル「ツインパインズ・モール」の駐車場にて、スポーツタイプの乗用車デロリアン DMC-12 を改造してドクが

開発したタイムマシンの実験を 10 月 26 日 1 時 20 分にする。 

 

ドクの愛犬アインシュタインを乗せたデロリアンを 1 分後の 1 時 21 分にタイムトラベルさせる実験は無事成功

したが、タイムマシンの肝である次元転移装置の燃料であるプルトニウムを調達するためにドクが騙したリビア

の過激派の襲撃に遭い、ドクは機関銃の凶弾に倒れてしまう。同じく命を狙われたマーティはとっさにタイムマ

シンに乗ってモールの駐車場内を逃走するが、シフトレバーを動かす際に肘で次元転移装置のスイッチを入れて

しまった為、はからずも 30 年前の 1955 年 11 月 5 日にタイムスリップしてしまった。 

 

1985 年 10 月 26 日に戻ろうとするマーティだったが、プルトニウムを使い果たしてしまった為、タイムスリッ

プすることが出来なくなっていた。そこでマーティは 1955 年のドクと会い、未来に帰る手助けをしてもらう事

を思いつく。最初は疑念の目を向けるドクだったが、マーティが持っていた JVC 製ビデオカメラに残っていた

タイムトラベル理論を思いついたきっかけなど、当時の自分しか知らないはずの事情をマーティが知っていたこ

とから彼を信じ、協力する事となる。しかし 1955 年に容易にプルトニウムなど手に入るはずもない事をドクか

ら聞かされ、途方に暮れていた所、1955 年 11 月 12 日 22 時 4 分にヒルバレー裁判所の時計台に落ちるはずの落

雷（マーティーがたまたま 1985 年から持ってきたチラシにこのことが書いてあった）が発生させる雷の電力を

利用し、タイムマシンの次元転移装置を稼動させる算段を立てる。 

 

しかし、もう 1 つ大きな問題が起きた。1955 年はマーティの父、ジョージと、母ロレインが結婚のきっかけを

得た年で、ロレインの父がジョージを車ではね、交通事故の救護のため自宅に運び込まれたジョージにロレイン

がひと目惚れするはずだったが、はねられそうになったジョージを助けたためにマーティがはねられてしまった。

そのため運び込まれるのはマーティに入れ替わってしまい、若き母のロレインは未来の息子、マーティに恋をし

てしまう。 


